
学校設定科目「総合科学」第１学年対象 ２単位 

・評価規準は「Sagacity」の指標である「① 科学的であること（Scientific）」，「② 高度かつ専門的であること（Academic）」，「③ 国際的であること（Global）」，「④ 主体的・

自律的であること（Autonomous）」の４指標ごとに設定している。 

・本科目のねらいが，生徒に，課題研究に取り組むための科学的な探究方法についての知識や技能を習得させるとともに科学的な問題発見・問題解決能力の基礎を身に付けさ

せることであるため，評価規準は第２学年・第３学年で課題研究を行う学校設定科目「AS科学探究Ⅰ」・「AS科学探究Ⅱ」の評価規準に準拠している。なお，国語科，公民

科，数学科，理科，英語科の教員各１名が担当し，５クラスをリレー形式で授業を行うため，科目ごとに評価規準を設定している。 

・評価基準Cは，一律に「評価基準Bに到達していないもの」としている。 

 

指標① 科学的であること（Scientific） 

評価規準 S A B C 科目名 

研究の構想・計画 

先行研究との関連や成果の意義を踏まえつ

つ，それらを多角的・複合的な視点からとら

え，新規性をもった仮説を設定することがで

きる。 

先行研究の分析から，新規性をもった仮説

を設定することができる。 

研究テーマや研究の目的に沿った仮説を設

定することができる。 
 国語科 

科学的な研究と「調べ学習」の違いについて
理解し，研究テーマもしくは研究の目的に沿
った仮説を設定できる。 

科学的な研究と「調べ学習」の違いについ
て理解している。 

科学的な研究と「調べ学習」が異なること
を理解している。 

 公民科 

人文科学の課題や分野について，自ら問いを

発見し，明確なリサーチクエスチョンを立て

ることができる。また，先行研究を踏まえた

上で，研究を実行する意義を具体的に述べる

ことができる。 

人文科学の課題や分野について，自ら問い

を発見し，リサーチクエスチョンを立てる

ことができる。また，先行研究を踏まえた

上で，研究を実行する意義をある程度述べ

ることができる。 

人文科学の課題や分野について，自ら問い

を発見し，リサーチクエスチョンを立てる

ことができる。また，研究を実行する意義

を抽象的であるが述べることができる。 

 英語科 

研究の遂行 

文献研究の意義を理解し，引用などの手法等

の公正性に留意しつつ，自らの設定した課題

に対する考えを具体的かつ創造的に提案で

きる。 

文献研究の意義を理解し，引用などの手法

等の公正性に留意しつつ，自らの設定した

課題についての考えを提案できる。 

文献研究の意義を理解し，引用などの手法

等の公正性に留意しつつ，研究を進めるこ

とができる。 

 国語科 

人文社会科学分野における科学的手法の意
義について理解し，研究を遂行する際に科学
的な手法を用いようとできる。 

人文社会科学分野における科学的手法の意
義について理解している。 

人文社会科学分野における研究においても
科学的手法を用いられることを理解してい
る。 

 社会科 

定量研究・定性研究の一般的な手法を十分に

理解している。また，任意のリサーチクエス

チョンについて，適切な手法を選択し，具体

的な研究計画を作成することができる。 

定量研究・定性研究の一般的な手法をおお

むね理解している。また，任意のリサーチ

クエスチョンについて，おおむね適切な研

究計画を作成することができる。 

定量研究・定性研究の一般的な手法をおお

むね理解している。また，任意のリサーチ

クエスチョンについて，不十分な点は多く

見られるが，研究計画を作成することがで

きる。 

 英語科 

論文の構想 
仮説に基づいた研究の構想をまとめていく

ことを想定し，適切な論理の構築や章立ての

仮説に基づいた研究の構想をまとめていく

ことを想定し，論理の構築や章立ての設定

仮説に基づいた研究の構想をまとめていく

ことを想定することができる。 
 国語科 



設定をすることができる。 を考えることができる。 

研究倫理について
の理解 

人文社会科学分野における科学的な研究手
法や解釈の妥当性が，社会に与える影響につ
いて理解し，研究遂行の際に公正であろうと
できる。  

人文社会科学分野における研究において科
学的な研究手法や解釈の妥当性が，社会に
与える影響について理解している。 

人文社会科学分野における研究が社会に影
響を与えることを理解している。 

 公民科 

考察対象の設定 

源問題などの証明を参照しながら数値を文
字に置き換えることで，証明ができそうな命
題として一般性の高い命題を設定すること
ができる。 また，考察を進めながら，考察対
象に修正を加えることができる。 

源問題などの証明を参照しながら数値を変
えることで，証明ができそうな命題を設定
することができる。また，考察を進めなが
ら，より一般的な命題について考察しよう
とできる。 

源問題などの数値を変えて命題を書くこと
ができる。また，考察を進めながら，その
命題が証明できそうであるかについても検
討しようとできる。 

 数学科 

考察の手法（ミク

ロ） 

数学的な手法を用いて課題の解決や事象の
分析をし，適切にその内容を表現することが
できる。 

数学的な手法を用いて課題の解決や事象の
分析をすることができる。 

数学的な手法を用いて課題の解決や事象の
分析をしようとできる。 

 数学科 

考察の手法（マク

ロ） 

数学の研究手法や数学を用いた事象の分析
方法について，活動を通して知り，それを将
来の自身の研究活動と結びつけて想像する
ことができる。 

数学の研究手法や数学を用いた事象の分析
方法について，活動を通して知ることがで
きる。 

数学の研究手法や数学を用いた事象の分析
方法について，活動を通して知ろうとする
ことができる。 

 数学科 

Argumentation の

論理性  

十分な科学的根拠(Warrant)に基づいて自分

の主張（Claim）を論理的に説明できる。 

十分な科学的根拠(Warrant)に基づいて自

分の主張（Claim）を説明できる。 

適当な科学的根拠(Warrant)に基づいて自

分の主張（Claim）を説明できる。 
 理科 

Argumentation の

科学との関係性の

認識 

Argumentation は科学のはたらきにおいて

重要な能力として十分認識している。 

Argumentation は科学のはたらきにおい

て必要な能力として認識している。 

Argumentation は科学のはたらきにおい

てある程度必要であると認識している。 
 理科 

課題研究推進に当

たって 

Argumentation の

果たす役割の認識 

有効な方法によって Argumentation するこ

とは研究結果や結果に基づいて考察すると

きに大変重要であることを認識している。 

有効な方法によって Argumentation する

ことは研究結果や結果に基づいて考察する

ときにある程度重要であることを認識して

いる。 

有効な方法によって Argumentation する

ことは研究結果や結果に基づいて考察する

ときに重要であることを認識している。 

 理科 

 

指標② 高度かつ専門的であること（Academic） 

評価規準 S A B C 科目名 

文献研究に関する

知識・技能 

課題を探究するための文献研究に対する高

度かつ専門的な知識及び技能を十分に有し

ている。 

課題を探究するための文献研究に対する知

識及び技能を有している。 

課題を探究するための文献研究に対する知

識を有している。 
 国語科 

価値の創出 

事象や課題について実社会とのつながりを

明確に意識して深く探究し，得られた成果

を適切に言語化することができる。 

事象や課題について深く探究し，得られた

成果を言語化することができる。 

事象や課題について考え，得られた成果を

言語化することができる。 
 国語科 

科学的な知識・技
能 
 

課題について探究するためには，その分野
に関する高度かつ専門的な知識および技能
が必要であることを理解し，課題について

課題について探究するためには，その分野
に関する高度かつ専門的な知識および技能
が必要であることを理解している。 

課題の探究がその分野に関する専門的な知
識に基づいて行われることを理解してい
る。 

 公民科 



考察するための科学に関する知識を学ぼう
としている。 

人文科学に関する高度かつ専門的な知識及

び技能を十分に有している。 

人文科学に関する高度かつ専門的な知識及

び技能を十分に有している。 

人文科学に関する知識及び技能を十分に有

している。 
 英語科 

機器の利用 

インターネットを用いて専門的な情報にア
クセスする際の注意点を理解し，必要な情
報を収集することができる。 

インターネットを用いて専門的な情報にア
クセスする際の注意点を理解している。 

インターネットを用いて専門的な情報にア
クセスすることができることを理解してい
る。 

 公民科 

インターネットを用いた情報収集やコンピ
ュータを活用した数値実験の有効性や問題
点を知り，必要な情報を効率よく収集した
り数値実験をしたりすることができる。 

インターネットを用いた情報収集やコンピ
ュータを活用した数値実験の有効性や問題
点を知ることができる。 

インターネットを用いた情報収集やコンピ
ュータを活用した数値実験の有効性を知る
ことができる。 

 数学科 

周辺知識の収集 

課題について考察するための科学に関する
知識および技能を有しており，必要に応じ
て関連内容を調べ，考察にいかすことがで
きる。 

課題について考察するための科学に関する
知識および技能を有しており，必要に応じ
て関連内容を調べることができる。 

課題について考察するための科学に関する
知識および技能を有している。 

 数学科 

Argumentation の

技能 

主張（Claim）,データ（Data），根拠

(Warrant)それぞれをすべて活用して

Argumentationすることができる。 

主張（Claim）,データ（Data），根拠

(Warrant)のいずれかを的確に用いて

Argumentationすることができる。 

主張（Claim）,データ（Data），根拠

(Warrant) の い ず れ か を 用 い て

Argumentationすることができる。 

 理科 

 

指標③ 国際的であること（Global） 

評価規準 S A B C 科目名 

協働 

多様な価値観の違いを尊重して自他の向上

的変容を目指し，論理的に意見をやり取り

して建設的な議論を行い，共通の目標に向

けて協働し，より高次な相互理解や合意形

成を図ることができている。 

多様な価値観の違いを尊重して，論理的に

意見をやり取りして建設的な議論を行い，

共通の目標に向けて協働することができて

いる。 

多様な価値観の違いを想定して，論理的に

意見をやり取りして建設的な議論を行うこ

とができている。 

 

国語科 

数学科 

多様な価値観の違いが生む対立の構造を理
解し，共通の目標に向けて協働することの
意義を理解できる 

多様な価値観の違いが生む対立の構造を理
解している。 

多様な価値観の違いにより対立が生じるこ
とを理解している。 

 

公民科 

あるトピックについて，様々な視点から考

察を加えることができる。また他者の意見

を柔軟に受け入れ，他者に対して建設的な

アドバイスをすることができる。共通の目

標に向けて，他者と積極的に協働すること

ができる。 

あるトピックについて，様々な視点から考

察を加えることができる。また他者の意見

を柔軟に受け入れ，他者に対してアドバイ

スをすることができる。共通の目標に向け

て，他者と協働することができる。 

あるトピックについて，様々な視点から考

察を加えることができる。共通の目標に向

けて，他者と協力することができる。 

 

英語科 

合意形成 
合意形成における，論理的な意見のやりと
りの意義を理解し，取り組もうとしている。 

合意形成における，論理的な意見のやりと
りの意義を理解できる。 

合意形成において，論理的な意見のやりと
りが必要であることを理解している。 

 
公民科 

Argumentation に 文献調査や他者とのArgumentationにおい 文献調査や他者とのArgumentationにおい 文献調査や他者とのArgumentationにおい  理科 



おける使用言語 て言語（特に英語）能力は大変重要であるこ

とを認識している。 

て言語（特に英語）能力は重要であることを

認識している。 

て言語（特に英語）能力はある程度重要であ

ることを認識している。 

 

指標④ 主体的・自律的であること（Autonomous） 

 S A B C 科目名 

困難への対応 

様々な事象に関心を持ち，自身の関心と研

究の意義を有機的に関連させ，困難と思わ

れる課題に対してもより良い解決に向け

て，主体的に粘り強く取り組むことができ

る。 

様々な事象に関心を持ち，自身の関心と強

く結びつく研究課題に対して，主体的に粘

り強く取り組むことができる。 

様々な事象に関心を持ち，自身の関心と関

連する研究課題に対して，主体的に取り組

むことができる。 

 

国語科 

自己の関心を広げ，自らの研究テーマを科
学的な研究の意義を関連付けながら批判的
に検討できる 

自己の関心と自らの研究テーマを科学的な
研究の意義を関連付けながら検討できる。 

自己の関心をもとに科学的な研究のテーマ
を検討できる。 

 

公民科 

意思決定 

研究を批判的に評価・改善して多様な意見

を踏まえて意思決定を行うことができる。 

研究を批判的に評価・改善することができ

ている。 
研究を評価・改善しようとできている。 

 
国語科 

任意の課題や分野について，自ら問いを発

見し，明確なリサーチクエスチョンを立て

ることができる。 

任意の課題や分野について，自ら問いを発

見し，リサーチクエスチョンを立てること

ができる。 

任意の課題や分野について，自ら問いを発

見することができる。 

 

英語科 

粘り強い試行錯誤 

課題に関心を持ち，その解決に向けて主体
的に取り組むことができる。また，自身の解
決を振り返ることで，より一般的な命題に
ついて考察するとともに，収集した知識を
もとにしてクラスルーム内で新奇性の高い
考察をしようとすることができる。 

課題に関心を持ち，その解決に向けて主体
的に取り組むことができる。また，自身の解
決を振り返ることで，より一般的な命題に
ついて考察することができる。 

課題に関心を持ち，その解決に向けて主体
的に取り組むことができる。 

 

数学科 

Argumentation 

への主体的参加姿

勢 

Argumentation を通して自分の主張

(Claim)への reflectionを必要かつ十分に図

っている。 

Argumentation を通して自分の主張

(Claim)への reflectionをある程度図ってい

る。 

Argumentation を通して自分の主張

(Claim)への reflectionを図っている場合も

ある。 

 

理科 

Argumentation を

通した新たな主張

(Claim)の創出 

他者の主張(Claim)，データ(Data)，根拠

(Warrant)と自分との比較，修正を十分行

い，新たな主張(Claim)を創出している。 

他者の主張(Claim)，データ(Data)，根拠

(Warrant)と自分との比較，修正を行い，新

たな主張(Claim)を創出している。 

他者の主張(Claim)，データ(Data)，根拠

(Warrant)と自分との比較，修正は十分行っ

ていない。 

 

理科 

 


